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緒　　言

　筆者らは，前報において 7ヶ月齢の黒毛和種去

勢育成牛を用い，給与する濃厚飼料の 30%( 乾物

比)を籾米Sの形態の飼料用米SGSで代替給与し，

発育や飼料摂取量，健康状態等を調査し，黒毛和

種育成期の飼料用米 SGS による濃厚飼料の 30% 代

替が可能であることを報告した．

　今回は，飼料用米 SGS の濃厚飼料代替割合を

40%( 乾物比 ) に引き上げるとともに，飼料用米

SGS を籾米 S と膨軟籾米 S の 2 形態とし，発育成

績や飼料摂取量等を調査し，濃厚飼料 40% 代替給

与の可能性を検討した．

材料および方法

１．供試牛  

　当場繋養の黒毛和種去勢育成牛11頭（6ヶ月

齢)を用いた．試験牛の血統は表１のとおりで

ある．

２．試験期間　120日間

３．試験区分　

　育成牛への濃厚飼料給与量について，当場の

慣行飼養を実施する区 ( 対照区 ) と濃厚飼料の

40% を籾米 S で代替する区 ( 籾米 S 区 )，膨軟

籾米 S で代替する区 ( 膨軟籾米 S 区 ) の 3 区を

設置し，対照区に 3 頭，籾米 S 区に 4 頭，膨軟

籾米区 Sに 4頭を配置した．

４．給与飼料用米 SGS の調製

　試験に用いた籾米 S は，平成 22 年 10 月に秋

田県大仙市の農家圃場で生産された食用品種

( あきたこまち ) を用い，収穫後直ちに 1 t 用

のフレコンバックに生籾状態で詰め込み (500 

kg)，乳酸菌 ( 畜草 1 号 )2 g を 20 L の水に溶

かして添加し，密封し調製した．また，膨軟籾

米 S は JA 真室川町で平成 22 年に調製され袋詰

めにされたものを用いた．

５．飼料給与方法

　対照区は，濃厚飼料及び粗飼料をそれぞれ朝

夕 2 回に分けて給与し，残量は毎日計量した．

　籾米 S 区，膨軟籾米 S 区は，濃厚飼料と飼料

用米 SGS を給与前に混合し，対照区と同様に実

施した．なお，籾米 S は混合前に飼料米破砕機

( デリカ製 DHC-2000) を用い，破砕粒度 2.0 

mm 以下になるよう 2回の破砕作業を実施した．

６．管理方法

　試験牛は単房で飼養し，給与時間は朝夕 2回、

敷料の交換は 1週間毎とした．
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要　　約

　黒毛和種育成期における飼料用米稲ソフトグレインサイージ（以下，飼料用米SGS）給与技術を開発

するため，6ヶ月齢の去勢育成牛に120日間濃厚飼料の代替として40%の飼料用米SGSを籾米サイレージ

(以下籾米S)，膨軟籾米サイレージ(以下膨軟籾米S)の形態で給与しても，発育は慣行飼養方法と遜色な

い増体を示し，体型的にも問題がなかった．また，試験期間中において，飼料用米SGS給与による下痢

や食欲不振等は認められなかった．
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母方祖母の父

H23.1.4 去勢 篤桜 美津福 北国７の８
対照区 H23.2.26 去勢 篤桜 義安福 栃富士

H23.5.7 去勢 篤桜 義安福 宮菅
H23.2.1 去勢 篤桜 北国７の８ 神高福
H23.2.4 去勢 篤桜 広景福 安福
H23.4.20 去勢 篤桜 義安福 糸勝
H23.4.24 去勢 篤桜 安平照 平茂勝
H23.3.31 去勢 篤桜 安平 福桜
H23.4.11 去勢 篤桜 福金 北国７の８
H23.4.15 去勢 篤桜 茂重安福 平茂勝
H23.5.7 去勢 篤桜 義安福 安平

籾米Ｓ区

膨軟籾米
Ｓ区

区分 生年月日 性別 父 母方祖父

乾物中成分(%)

水分 粗蛋白質 粗脂肪 NFE 粗繊維 ADF 粗灰分

籾米Ｓ 26.8 7.1 2.2 76.7 9.0 11.4 5.0
膨軟籾米Ｓ 40.5 7.5 2.1 76.2 9.5 11.4 4.7

区分

７．調査項目

１）飼料用米 SGS の成分分析と発酵品質

飼料用米 SGS は開封時に採材し，成分分析

と発酵品質を調査した．

２）飼料摂取量

毎日，朝の飼料給与前に残食を採取し，計

量して飼料摂取量を算出した．

３）体測（体重・体高・胸囲・腹囲）

体測は開始時から4週間隔で，毎回午後1時

に測定した．

８　統計処理

　得られたデータは，一元配置分散分析によっ

て差の検定を行い，区間の検定には Tukey の方

法を用いた．

結　　果

　表２に給与した飼料用米 SGS の成分分析結果

を，表３に，籾米 S と膨軟籾米 S の発酵品質を示

した．水分含量は籾米 S，膨軟籾米 S それぞれ 

26.8%，40.5% と膨軟籾米 S が高水分であった．

粗蛋白質や粗脂肪等の各項目の成分分析値は，籾

米 S，膨軟籾米 S ともほぼ同様であった．発酵品

質は，籾米 S は pH 5.70 とサイレージとしては高

く，良好な発酵をしたとはいえなかったが，不良

な発酵は見られず，カビの発生もなかった．膨軟

籾米 S は pH 3.73 と低く，乳酸，酢酸の割合も籾

米 Sのそれと比較し高かった．

　試験牛1頭当たりの期間別飼料給与は，表４の

とおり実施した．120日間の1頭当たりの飼料摂

取量(乾物)を比較すると，対照区で濃厚飼料(配

合飼料＋大豆粕 )379.0 kg，粗飼料 ( 乾草 )344.2 

kg，籾米 S 区で濃厚飼料 ( 配合飼料＋SGS＋大豆

粕 )378.4 kg，粗飼料 ( 乾草 )350.7 kg，膨軟籾

米 S 区で濃厚飼料 ( 配合飼料＋SGS＋大豆粕 )

379.0 kg，粗飼料 ( 乾草 )346.8 kg と濃厚飼料と

粗飼料の摂取量にそれぞれ区間による差は認めら

れなかった (表５)．

　試験期間(120日間)中の増体量は，対照区が

表１　供試牛の概要

表２　給与飼料用米SGS成分分析値
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乳酸 酢酸 ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸 酪酸
籾米Ｓ 5.73 0.00 0.82 0.14 0.05 0.00 0.00

膨軟籾米Ｓ 3.73 0.04 0.66 0.56 0.17 0.00 0.00

ＶＢＮ Ｔ－Ｎ
ＶＦＡ（新鮮物中％）

区分 ＰＨ

配合飼料 大豆粕 乾草 配合飼料 ＳＧＳ 大豆粕 乾草 配合飼料 ＳＧＳ 大豆粕 乾草
1  - 42 3.0 0.2 3.0 1.8 1.4 0.2 3.0 1.8 2.0 0.2 3.0
43 - 70 3.5 0.2 3.0 2.1 1.7 0.2 3.0 2.1 2.0 0.2 3.0
71 - 98 3.5 0.2 4.0 2.1 1.7 0.2 4.0 2.1 2.0 0.2 4.0
99 -120 4.0 0.2 5.0 2.4 1.9 0.2 4.0 2.4 2.4 0.2 4.0

期間(日)
対照区 籾米Ｓ区 膨軟籾米Ｓ区

頭数 試験期間
（ｎ） 日

対照区 3 120 379.0 ± 1.9 344.2 ± 21.6
籾米Ｓ区 4 120 378.4 ± 4.2 350.7 ± 1.0
膨軟籾米Ｓ区 4 120 379.0 ± 5.6 346.8 ± 6.9

平均値±標準偏差

試験区分
濃厚飼料 粗飼料

(kg) (kg)

123.7 kg，籾米 S 区が 111.5 kg，膨軟籾米 S 区

が 120.5 kg と，対照区が両飼料用米 SGS 区を上

回ったが，有意な差は認められず，日増体量につ

いては，対照区が 1.03 kg，籾米 S 区 0.93 kg，

膨軟籾米 S 区 1.01 kg となったが，増体量，日増

体量とも各区間に有意な差は認められなかった

(表６)．

  体高，胸囲，腹囲の体測値について，試験開始

時と試験終了時の増加幅を比較すると，対照区が

10.0 cm，23.3 cm，26.6 cm，籾米 S区 11.0 cm，

21.7 cm，23.2 cm，膨軟籾米 S 区 11.2 cm，23.3 

cm，24.8 cm と，各体測項目ともほぼ同様の増加

値を示した (表７)．

  また，試験期間中において，飼料用米 SGS 給与

の両区の試験牛に下痢や食欲不振等は認められな

かった．

考　　察

　給与した飼料用米SGSはその形態により発酵品

質に差が認められ、膨軟籾米Sが籾米Sに比較し

発酵品質が良かった。これは，膨軟籾米Sが良好

な発酵に適した水分含量であったためと推測された．

　しかしながら、試験牛へ籾米S、膨軟籾米Sど

ちらの形態で給与しても、試験期間中の1頭当た

りの飼料摂取量や期間増体量は対照区のそれに比

較しても遜色のない成績であり、どちらの飼料用

米SGS形態でも利用可能と考えられた。

　また、40%の濃厚飼料代替割合で給与しても、

下痢、食欲不振が認められなかったことから育成

牛への健康面への影響はないもと考えられる。

　これらのことから，黒毛和種育成牛に対して，

濃厚飼料の代替として飼料用米SGSを籾米S，膨

軟籾米Sどちらの形態でも40%まで給与すること

が可能であると推察された．

表３　給与飼料用米SGSの発酵品質

表４　試験牛1頭当たりの期間別飼料給与方法　　　　　　　　　原物kg／頭・日

表５　試験牛1頭あたりの飼料摂取量（乾物）
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頭数

(n) (月) (月) (kg) (kg) (kg) (kg)

対照区 3 6.2 ± 0.4 10.2 ± 0.4 200.0 ±16.1 323.7 ± 16.1 123.7 ± 4.0 1.03 ± 0.02

籾米Ｓ区 4 6.1 ± 0.1 10.1 ± 0.1 231.5 ±17.0 343.0 ± 19.9 111.5 ± 11.0 0.93 ± 0.10

膨軟籾Ｓ区 4 6.6 ± 0.2 10.6 ± 0.2 230.8 ±16.6 351.3 ± 24.8 120.5 ± 15.3 1.01 ± 0.13

平均値±標準偏差

試験区分
開始時月齢 終了時月齢 開始時体重 終了時体重 期間増体量 日増体量

開始時 終了時 開始時 終了時 開始時 終了時

109.0 119.0 133.0 156.3 161.7 188.3
±4.6 ±2.0 ±4.4 ±7.2 ±7.8 ±8.6

108.0 119.0 137.3 159.0 169.8 193.0
±3.4 ±2.4 ±5.1 ±3.7 ±8.7 ±7.0

109.3 120.5 135.0 158.3 168.0 192.8
±2.6 ±2.6 ±1.2 ±2.4 ±5.0 ±5.0

平均値±標準偏差

籾米Ｓ区

膨軟籾米Ｓ区

試験区分
体高 胸囲 腹囲

対照区
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